
‐４
版

2009年 (平成21年 )

発行所⑥日411-2009
第20670号  月曜日

本社a03・ 醐441 ⅧO鯨榊躯 日371湘嘲41大臓社a tS,694S,33日 期榊央剛ヒ廟 16舘醐 a m2,9割・ЫЫ部屋様欧 2-劉 -28醐難 a m2,2刊・5刊 I福岡�躯古FIP印 ―|

Businoss&Techllology

中
小
企
業
の
環
境
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
０
２
）
削
減
な
ど
の
環

境
分
野
に
積
極
投
資
し
経
済
成
長
を
実
現
す
る
グ
リ
ー
ン

・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
考
え

が
世
界
で
漫
透
。
日
本
も
成
長
戦
略
の
柱
に

「低
炭
素
革
命
」
を
掲
げ
、
市
場
と
雇
用

を
創
出
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
日
本
の
企
業
の
９９
％
は
中
小
企
業
。
中
小
企
業
の

頑
張
り
な
く
し
て
革
命
は
実
現
で
き
な
い
。

「地
球
を
ぐ
る
」
第
６
部
は
環
境
分
野
に

挑
む
中
小
企
業
の
先
進
事
例
や
課
題
を
紹
介
す
る
。

環
境
の
追
い
風

Ｗ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン

（
東
京
都
千
代
田
区
）
の

菊
池
武
恭
社
長
は
な
か
な
か

つ
か
ま
ら
な
い
こ
と
で
有
名

だ
。
日
本
に
い
る
こ
と
が
少

な
く
、
世
界
２５
カ
国
の
代
理

店
を
飛
び
回
る
日
々
。
主
力

商
品
は
廃
木
材
と
廃
プ
ラ
ス

チ
ツ
ク
を
混
合

・
成
形
し
た

複
合
材
で
、
天
然
木
の
代
わ

り
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
菊
池
社
長
は

「
世
界
を
回
る
と
日
本
以
上

に
環
境
の
追

い
風
を
感
じ

る
」
と
印
象
を
口
に
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

（
横
浜
市
中

区
）
の
中
西
武
志
社
長
も
環

境
の
追
い
風
を
感
じ
て
い
る

一
人
。
同
社
は
省
エ
ネ
機
器

の
導
入
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト

（
Ｃ
０
２
の
相
殺
）
支
援
事

業
を
手
が
け
る
。

「
不
景
気

で
財
布
の
ひ
も
は
固
く
な
っ

て
い
る
が
い
そ
れ
で
も
環
境

対
策
は
実
行
す
る
と
い
う
企

業
が
多
い
」

（
中
西
社
長
）

と
状
況
を
説
明
す
る
。

意
欲
高
ま
る
も
…

中
小
企
業
の
環
境
に
取
り

大
手
に
限
ら
ず
中
小
も
環
境

力
が
問
わ
れ
る

（写
真
と
本

文
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

組
む
意
欲
は
確
実
に
高
ま
っ

て
い
る
。
日
本
商
工
会
議
所

の
岡
本
大
輔
産
業
政
策
第
二

部
主
査
は

「
各
地
の
商
工
会

議
所
か
ら
環
境
対
策
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
入
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

地
域
の
会
議
所
が
環
境
分
野

に
特
化
し
た
商
談
会
を
開
く

例
も
出
て
き
て
い
る
。
し
か

し
、
環
境
意
識
の
あ
る
企
業

す
べ
て
が
行
動
に
移
せ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
東
京
商

工
会
議
所
が
２
０
０
８
年
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
９

割
の
企
業
が
温
暖
化
対
策
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
施
し
て
い

る
の
は
６
割
に
と
ど
ま
る
。

一
口
に
環
境
問
題
と
言
っ

て
も
内
容
は
幅
広
い
。
公
害

や
有
害
化
学
物
質
対
策
は
法

律
な
ど
の
規
制
が
存
在
し

「商
売
を
続
け
る
た
め
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
」

（
岡
本
日
商
産
業
政
策

第
二
部
主
査
）
。
一
方
、温
暖

化
対
策
は
中
小
企
業
に
直
接

か
か
る
規
制
が
現
在
な
く
、

行
動
す
る
か
ど
う
か
は
経
営

者
の
意
向
次
第
と
な
る
。

″低
酸
素
社
会
″

た
だ
、
将
来
仮
に
排
出
量

取
引
な
ど
の
温
暖
化
規
制
が

導
入
さ
れ
た
場
合
、
中
小
企

業
に
も
直
接

・
間
接
を
問
わ

ず
影
響
は
及
ぷ
。
コ
ス
ト
や

納
期
、
品
質
と
と
も
に
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
多
寡
で
企
業
が

取
捨
還
別
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
地
球
に
優
し
い
低
炭
素

社
会
は
、
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
い
ま
以
上
に
息
苦
し
さ

が
増
し
た
シ
低
酸
素
社
会
″
と

も
な
り
か
ね
な
い
。

日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス
を

２０
年
ま
で
に
０５
年
比
１５
％
削

減
、
５０
年
ま
で
６０
‐
８０
％
削

減
す
る
中
長
期
目
標
を
掲
げ

る
。
中
小
企
業
に
と
っ
て
も

無
関
係
で
は
な
く
、
将
来
を

見
据
え
た
対
策
を
今
か
ら
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
に

は

「低
炭
素
革
命
」
の
道
筋

を
中
小
企
業
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
努
力
と
と
も

に
、
中
小
経
営
者
の
心
を
動

か
し
、
対
策
を
資
金

・
技
術

面
で
後
押
し
す
る
よ
う
な
政

策
が
求
め
ら
れ
る
。

温
暖
化
対
策
、実
施
ま
だ
６
割
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